
［試合方式]

1 各ブロックで予め取り決めした組合せで試合を行う。
トスで先攻・後攻を決める。
ベンチは抽選番号の若番が１塁側、後番が３塁側とする。

2 試合を行う両チームから、各々１名を記録員として選出する。
審判は、各面とも第一試合は県連盟審判部で担当し、第二試合以降は
前試合終了のチームから主審・補助審判を選出する。両チームに主審の
経験者がいない場合は県連審判部が行う。

3 各ブロックで勝ち数が最も多いチームがブロック優勝とし、決勝に進める。
勝ち数が同じチームが出た場合は、
順位決定戦 （１イニング） を行い、ブロック優勝チームを決定する。
※同点の場合は特別延長戦（１アウト満塁、４番から）を行う。
※３チームの場合はリーグ戦とする。試合方式は上記同様とする。

4 決勝トーナメントは、抽選で組合せを決定する。試合は２イニングとする。
※日没が予想される場合は短縮もあり得る。

◎決勝トーナメント

※同点の場合は特別ルール（１アウト満塁で４番から）行う。

＜第１試合　Ａ-１＞ 試合開始： 試合終了： 記録者：

1 2 3 4 5 延長１ 延長２ 計

＜第１試合　B-１＞ 試合開始： 試合終了： 記録者：

1 2 3 4 5 延長１ 延長２ 計

＜決勝戦　Ａ-２＞ 試合開始： 試合終了： 記録者：

1 2 3 4 5 延長１ 延長２ 計
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